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研究成果の概要（和文）：研究では、日本において個人の時間利用が健康にどのような影響を与えるのかという研究課
題について、実証分析の際に生じる時間利用と健康の間の内生性という問題に対処するために、景気変動という個人に
とっての外生的なショックに注目し分析を行った。分析の結果、これまで他の先進国で 繰り返し得られていた失業率
が上昇すると健康指標が改善の方向へ向かうという結果は、日本の都道府県別の死亡率・個人レベルの健康指標（高齢
者を除く）のデータを用いた場合にも確認されなかった。

研究成果の概要（英文）：Existing studies repeatedly show that individual health improves during economic 
downturns in developed countries using mortality as health measures. This study examines the relationship 
between macroeconomic conditions and general health of individuals in Japan. We use nationally 
representative data of more than one million Japanese adults between 1998 and 2010, the period during 
which the country experienced sizable macroeconomic fluctuations from post “lost decade” and the global 
financial crisis. We did not find health status improves during economic downturns in contrast to 
findings from previous studies. The non-indication of the pro-cyclical impact of macroeconomic conditions 
on health is partly attributable to the difference in the adjustment in hours worked associated with 
business cycle between manual and non-manual workers. Our results confirm a revision in time allocation 
as one of the mechanisms on the impact of business cycles on health.

研究分野： 医療経済学
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1. 研究開始当初の背景 
 
 人々の健康を決定する要因は遺伝的要因
や生活習慣上の要因など多くの要因を含む。
遺伝的要因は個人の出生時から決定されて
いるため個人にとっては基本的に所与とし
て行動せざるを得ない。一方で、生活習慣
上の要因は個人の選択と行動に依存する。
この健康を希求する選択と行動のメカニズ
ムは、経済学の意思決定のモデルの一つで
ある「健康の生産活動 (“Production of 
Health”) 」  に よ り 説 明 さ れ 、
Grossman(1972)にはじまる一連の研究に
よりモデル化された。このモデルでは、現
在の個人の健康に対する投資行動（以下「健
康投資行動」）が将来の健康を生み出す。こ
の健康投資行動とは、例えば健康のために
運動をすることや予防接種や検診を受ける
などの予防行動に従事すること、などがあ
げられ、通常のミクロ経済学の理論と同様
に健康に対する投資の限界費用が限界便益
と等しくなるように投資量が決定される。 
 健康投資行動における金銭的費用の役割
は様々なケースで実証されている。例えば、
代表的な健康への投資行動である疾病予防
行為である予防接種は、金銭的費用が下が
ることで接種率が上昇し、また疾病の蔓延
が低下することが示されている（Ohkusa, 
2005）。他の例としては、肥満と食物価格
の関係が挙げられる。肥満の増加の原因と
して、食物の他の財に対する相対価格の低
下があげられており（Lakdawalla and 
Phlipson, 2002）、この事は健康への「負の」
投資行動において金銭的費用が影響する一
例を表している。 

これに対し、本研究においては金銭的費
用と並んで意思決定に影響を与える機会費
用に注目し、機会費用が健康投資行動を通
じて健康に与える影響を分析する。先行研
究においては、機会費用の低下が健康投資
行動に与える影響を、定年退職による機会
費用の減少が健康投資行動の一つである運
動に従事する時間を増加させることによっ
て明らかにしている（Zhao et al. 2013）。
また、興味深い例として、Mullahy(1999)
では予防接種確率と機会費用の代理変数と
しての労働供給の関係を分析し、労働供給
量と予防接種確率の間には負の関係が存在
し、労働供給量の多い個人はその高い機会
費用により予防接種を受けにいく確率が低
下するという仮説が考えられる中、内生性
をコントロールした分析においてはこの関
係性が正へと転じ、労働供給量の多い個人
は疾病にかかることの機会費用が高いため
予防接種を受ける確率が高いことが示され
ている。 

2. 研究の目的 
 
 機会費用は金銭的費用と並んで、個人の
健康に対する投資行動に影響を与える要因
であることは理論的・実証的に示されてい
るが、個人の時間配分という意思決定が健
康に与える影響についての研究は少ない。
本研究では、個人の日常生活における時間
配分が健康状態に与える影響を、実証的に
分析する。 
 
3. 研究の方法 
 
 実証分析上の一つの困難は、時間配分と健
康にある内生性の問題である。この内生性の
問題に対処するために、本研究では個人にと
って外生的な変動である景気変動を用い、景
気変動が健康状態に与える影響を分析した。 
個人の時間配分の変化の一部は、景気の変
動により生じると考えられる。景気の変動
は個人にとって外生的な変化であるため、
景気変動が健康状態にどのような影響を与
えるかという問いに対しては、観察データ
を用いても統計的に因果関係を導出するこ
とが可能である。このため、内生性が強く
懸念される時間配分の決定と健康状態との
関係を分析することに比べ、精緻に因果関
係を把握できるという分析上の長所がある。 
 本研究では、健康指標として①厚生労働
省「人口動態調査」から得られる都道府県
別死亡率（1997-2013）、②厚生労働省「国
民生活基礎調査」の個票データ(1998, 2001, 
2004, 2007, 2010)より、主観的健康観、自覚
症状の有無、日常生活への制限、定期的な
通院の有無、を健康指標として用いた。景
気指標は、先行研究（Ruhm 2000）に従い
総務省統計局「労働力調査」より都道府県
別の失業率を用いた。基本的な推定モデル
は、都道府県と時系列での失業率の変化を
用い、都道府県・個人レベルでの観察可能
な異質性加え、観察が不可能な都道府県レ
ベルでの異質性をパネルデータの利用によ
りコントロールした。 
 なお、研究計画申請当時の当初の計画で
は日米の分析を行い比較をするという予定
であったが、米国に関する類似研究が
（ Aguiar, Hurst, and Karabarbounis 
2013）公刊されたことから、日本のデータ
を用いた研究に焦点を当てた。 
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4. 研究成果 

 
 分析の結果、アメリカのデータを用いた
先行研究  で強く観察された、景気が悪化
すると健康指標が改善の方向に向かうとい
う影響は、日本のデータを用いた分析で
は、多くの健康指標でその影響が統計的に
検出されなかった。 
 死亡率を健康の指標として用いた分析に
おいては、総死亡率への影響は統計的に有
意ではないものの、死因別死亡によって統
計的な差異な影響が見られた。これらが違
いに打ち消しあって全体としては総死亡率
への影響が 0 付近になっていると考えられ
る。 
 また、個人レベルでの健康指標を用いた
分析においては、年齢・男女別・世帯支出
額別でのサブグ ル ー プでの分析の結果で
は、景気の健康に対する影響が検出された
グループもあった。アメリカの研究では、
景気変動の健康に対する影響は、特に働い
ている個人に対して強く出ていることか
ら、景気変動に伴う機会費用の変化を通じ
て時間配分への影響がおこり、その結果健
康に対して影響が起こるというメカニズム
が示唆されていた。しかし、日本のデータ
を用いたサブサンプルでの分析の結果、一
部グループに見られる景気と健康状態との
間の関係をとりもつメカニズムは、景気の
変化が労働時間の調整を通じて健康に変化
を与えるというアメリカで見られたメカニ
ズムとは異なる可能性が示唆された。 
 現在は、得られた結果の頑健性の確認を複
数の指標と分析手法を用いて進めている。国
内外の学会報告やセミナー発表で得られた
フィードバックを元に、分析の改定を行った
上で、専門誌への投稿を予定している。 
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